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三
つ
の
間
の
拡
大

教
頭　

増
渕　

敦
男

　

生
徒
の
学
校
生
活
に
お
い
て
、
三

つ
の
間
が
大
切
で
あ
る
と
言
わ
れ
ま

す
。

　

ま
ず
時
間
で
す
。
長
い
生
徒
は
一

日
十
二
時
間
以
上
、
短
い
生
徒
で
も

八
時
間
は
学
校
に
お
い
て
生
活
し
て

い
ま
す
。
通
学
時
間
を
入
れ
れ
ば
、

あ
と
一
・
二
時
間
増
え
ま
す
。
ま
た

違
う
意
味
で
の
生
活
時
間
も
、
高
校

時
代
に
拡
大
し
ま
す
。
そ
れ
は
現

在
・
過
去
・
未
来
で
す
。
物
心
つ
い

た
時
か
ら
現
在
ま
で
の
過
去
や
、
未

来
へ
の
想
い
は
特
に
大
き
く
膨
ら
み

ま
す
。
生
徒
は
、
学
校
に
お
い
て
多

く
の
時
間
を
過
ご
し
、
将
来
の
夢
を

描
き
自
己
実
現
に
努
め
ま
す
。

　

次
は
空
間
で
す
。
学
校
に
は
、
普

通
教
室
・
特
別
教
室
・
体
育
館
や
校

庭
等
の
、
活
動
の
場
と
し
て
の
空
間

が
あ
り
ま
す
。ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
、

自
転
車
で
通
う
田
園
風
景
も
大
事
な

空
間
で
す
。
ま
た
違
う
意
味
で
の
生

活
空
間
も
拡
大
し
ま
す
。
市
町
村
か

ら
県
・
国
へ
。
想
い
は
世
界
や
宇
宙

へ
と
。
現
在
は
、
高
校
時
代
に
海
外

で
の
生
活
を
体
験
す
る
生
徒
が
多
数

お
り
、
見
聞
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

最
後
の
間
は
、
仲
間
で
す
。
生
徒

達
は
、
授
業
・
ク
ラ
ス
活
動
・
生
徒

会
活
動
や
部
活
動
等
に
お
い
て
、
県

内
か
ら
通
う
多
く
の
同
世
代
と
出
会

い
、
心
通
わ
せ
仲
間
に
な
り
ま
す
。

同
学
年
の
横
の
つ
な
が
り
や
、先
輩
・

後
輩
の
縦
の
つ
な
が
り
が
拡
大
し
ま

す
。

　

同
級
生
の
結
婚
式
で
、
校
舎
・
体

育
館
・
校
庭
等
を
ビ
デ
オ
や
写
真
に

し
て
写
し
た
い
と
い
う
、
卒
業
生
か

ら
の
問
い
合
わ
せ
が
、
こ
の
一
年
半

の
間
に
多
数
あ
り
ま
し
た
。

　

卒
業
し
て
か
ら
も
続
く
絆
で
す
。

　

ま
た
、
校
外
活
動
等
に
お
い
て
、

本
校
以
外
の
仲
間
も
拡
大
し
ま
す
。

　

昨
年
本
校
は
、
新
教
育
目
標
を
策

定
し
、
目
指
す
学
校
像
を
「
文
武
一

致
」
の
教
育
を
実
践
す
る
学
校
と
し

ま
し
た
。「
文
」は
知
識
や
知
恵
、「
武
」

は
行
動
力
や
精
神
力
と
し
て
の
位
置

付
け
で
す
。

　

三
年
間
の
高
校
生
活
は
、
時
間
。

空
間
・
仲
間
を
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

「
若
い
」
と
い
う
漢
字
は
「
苦
し
い
」

字
に
似
て
い
ま
す
。

　

本
校
生
が
、
成
功
・
失
敗
・
試
行

錯
誤
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
繰
り
返
し
な

が
ら
、
迷
い
苦
し
み
多
く
の
こ
と
を

学
び
、
日
々
成
長
し
て
立
派
な
大
人

に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

  

『
出
逢
い
』

Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長　

荒
川　

和
江

　
「
友
だ
ち
百
人
出
来
る
か
な
♬
」

こ
ん
な
歌
の
フ
レ
ー
ズ
が
あ
り
ま
し

た
ね
。

　

私
た
ち
人
は
、
一
生
涯
に
何
人
の

人
と
出
逢
え
る
の
で
し
ょ
う
。
良
く

も
悪
く
も
『
出
逢
い
』
は
、
そ
の
人

に
影
響
を
与
え
ま
す
。
特
に
高
校
時

代
の
「
出
逢
い
」
は
「
生
き
方
」
を

も
左
右
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

子
ど
も
は
沢
山
の
人
に
育
て
ら
れ

る
と
言
い
ま
す
が
、
我
が
息
子
も
こ

の
宇
南
高
で
の
三
年
間
で
、
部
活
動

の
仲
間
や
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
、
先
輩
、

後
輩
、Ｏ
Ｂ
、先
生
方
や
地
域
の
方
々

な
ど
沢
山
の
人
と
出
逢
い
、
確
実
に

育
ち
ま
し
た
。

　

学
校
が
教
え
、
育
て
る
教
育
の
場

で
あ
る
な
ら
ば
、
家
庭
は
養
い
、
育

む
養
育
の
場
で
あ
り
、
そ
の
共
通
の

「
育
」
を
目
的
に
す
る
双
方
を
連
結

す
る
の
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
だ
と
思
い
ま

す
。
一
人
の
子
ど
も
を
育
て
る
た
め

に
親
（
Ｐ
）
と
先
生
（
Ｔ
）
が
協
力

を
す
る
、
そ
ん
な
信
念
か
ら
微
力
で

は
あ
り
ま
す
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
協

力
、
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

私
自
信
も
、
息
子
二
人
が
宇
南
高

に
進
学
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
五

年
間
に
渡
り
学
校
行
事
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

研
修
会
な
ど
に
参
加
し
、
沢
山
の
人

と
の
「
出
逢
い
」
が
あ
り
ま
し
た
。

色
々
な
見
聞
を
豊
か
に
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
時
に
は
意
見
交
換
を
し
た

り
、
愚
痴
を
聞
い
て
も
ら
っ
た
り
、

他
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
方
々
と
交
流

を
さ
せ
て
頂
い
た
り
と
、
意
義
深
い

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
と
な
り
ま
し
た
。
特
に

息
子
達
が
所
属
し
て
い
た
野
球
部
の

保
護
者
の
方
々
と
は
、
公
式
戦
の
応

援
や
遠
征
な
ど
を
通
し
て
、
喜
び
や

悔
し
さ
を
共
有
さ
せ
て
頂
い
た
、
格

別
な
「
出
逢
い
」
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

間
も
な
く
息
子
も
、
こ
の
宇
南
高

を
巣
立
っ
て
行
き
、
こ
れ
か
ら
先
、

今
ま
で
以
上
に
沢
山
の
人
と
の
「
出

逢
い
」
が
待
っ
て
い
ま
す
。
全
て
の

出
逢
い
に
無
駄
な
出
逢
い
は
な
く
、

尊
敬
す
る
人
、
一
生
付
き
合
う
人
、

意
気
投
合
す
る
人
、
価
値
観
の
違
う

人
、
反
面
教
師
な
人
、
苦
手
な
人
な

ど
様
々
な
人
と
沢
山
の
「
出
逢
い
」

を
積
み
重
ね
て
、
自
分
ら
し
さ
を
形

成
し
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
親
と
し
て
、
子
ど

も
達
が
ど
ん
な
人
と
出
逢
う
の
か
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

宇
南
高
で
出
逢
っ
た
保
護
者
の

方
々
、
先
生
方
に
感
謝
。
そ
し
て
、

子
ど
も
に
感
謝
で
す
。
来
春
に
は
息

子
と
共
に
、
私
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
卒

業
い
た
し
ま
す
が
、こ
れ
か
ら
の『
出

東
支
部
長　

岡
本　

恭
子

五
月
十
七
日　

運
営
委
員
会
に
て
、

　

文
化
祭
参
加
が
決
定
。

　

野
菜
（
胡
瓜
の
漬
物
と
ト
マ
ト
）

　

の
販
売
。

七
月
五
日

　

支
部
長
・
副
支
部
長
（
三
名
）
で

　

文
化
祭
の
参
加
者
・
時
間
配
分
・

　

販
売
配
置
図
な
ど
の
話
し
合
い
。

八
月
六
日

　

支
部
会
議
を
行
い
、
文
化
祭
に
つ

　

い
て
の
最
終
調
整
。

九
月
一
日

　

文
化
祭
参
加

　

第
二
体
育
館
入
口
に
て
、
胡
瓜
の

　

漬
物
と
ト
マ
ト
の
販
売
。

十
月
十
八
日

　

運
営
委
員
会
に
て
文
化
祭
の
活
動

　

報
告
と
反
省

十
一
月
七
日

　

マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
協
力

合
同
支
部
会
活
動

報
告
書

逢
い
』
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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コ
ケ
玉
作
り
ま
し
た

毛糸の

Ｐ
Ｔ
Ａ
交
通
街
頭
指
導
に
つ
い
て

生
活
指
導
部
部
長　

瀧
川　

裕
子

　

生
活
指
導
部
と
し
て
朝
の
交
通
指

導
に
立
つ
の
も
、
早
い
も
の
で
三
年

目
に
な
り
ま
し
た
。
三
年
間
ど
こ
に

立
っ
て
も
、
安
全
と
感
じ
ら
れ
る
場

所
は
な
く
、
緊
張
感
を
持
っ
て
毎
回

立
っ
て
い
ま
す
。

　

宇
南
の
生
徒
の
大
半
が
自
転
車
で

学
校
に
通
っ
て
い
ま
す
が
、
自
転
車

の
マ
ナ
ー
は
残
念
な
が
ら
良
い
と
は

言
え
ま
せ
ん
。
雨
の
日
は
カ
ッ
パ
を

着
て
、
き
ち
ん
と
一
列
で
走
行
し
て

い
る
生
徒
も
い
ま
す
が
、
二
列
に

な
っ
て
の
並
列
走
行
や
、
雨
の
日
の

傘
さ
し
運
転
や
、
イ
ヤ
ホ
ン
を
耳
に

付
け
て
走
行
す
る
生
徒
の
姿
が
、
ま

だ
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

そ
ん
な
生
徒
た
ち
に
対
し
て
、
先

生
方
も
少
々
厳
し
く
指
導
し
ま
す

が
、
本
当
に
危
険
だ
と
感
じ
て
注

意
し
て
い
る
の
で
、
生
徒
の
皆
さ
ん

は
、
自
分
の
身
の
安
全
を
守
る
た
め

に
も
、
注
意
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て

よ
く
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
生
活
指
導
部
が
生
徒
た
ち

の
通
学
の
安
全
を
見
守
れ
る
の
も
、

九
月
と
十
二
月
の
そ
れ
ぞ
れ
三
日
間

と
い
う
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
生
徒
た
ち
の
一
人

一
人
に
声
を
か
け
、
通
学
途
中
で
事

故
に
あ
わ
な
い
よ
う
、
先
生
方
の
ご

協
力
の
も
と
、
交
通
街
頭
指
導
に
あ

た
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

関
口　

日
出
夫

　

八
月
二
十
一
日
〜
二
十
二
日
の
二

日
間
に
渡
り
、
第
六
十
三
回
全
国
高

等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会
山
口
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
メ
イ
ン
テ
ー

マ
は
「
夢
か
ら
志
へ
」
サ
ブ
テ
ー
マ

〜
た
く
ま
し
く
生
き
る
チ
カ
ラ
を
育

む
た
め
に
、
今
、
私
た
ち
が
で
き
る

こ
と
〜
で
し
た
。
基
調
講
演
は
「
日

本
の
教
育
再
生
」
と
題
し
、
安
倍
晋

三
内
閣
総
理
大
臣
が
ビ
デ
オ
出
演

し
、
下
村
博
文
文
部
科
学
大
臣
の
講

演
と
云
う
豪
華
な
顔
ぶ
れ
で
し
た
。

私
た
ち
は
、
特
別
第
一
分
科
会
に
、

熟
議
〜
地
域
社
会
総
が
か
り
で
教
育

現
場
を
支
え
る
〜
に
出
席
し
、
災
害

に
強
い
学
校
づ
く
り
と
題
し
課
題
を

挙
げ
な
が
ら
討
議
を
し
ま
し
た
が
、

全
国
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
ら
し
く
、
地
域
特
性

の
あ
る
お
話
が
聞
け
て
大
変
参
考
に

な
り
ま
し
た
。

９
校
球
技
大
会

厚
生
部健闘！バレーボールチーム ３位入賞のソフトボールチーム

Ｐ
Ｔ
Ａ
交
通
街
頭
指
導

生
活
指
導
部

Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会研

修
部

全
国
高
Ｐ
連
大
会

　
　

山
口
大
会萩

原　

久
美
子

　

第
五
十
九
回
関
東
地
区
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
大
会
が
、
七
月
三
日

（
水
）
四
日
（
木
）
の
二
日
間
、
埼

玉
県
の
大
宮
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

関
東
各
県
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
者
が
、「
未

来
を
彩
れ　

人
の
輪
で
」
を
テ
ー
マ

に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
つ
い
て
情
報
を

交
換
し
合
い
ま
し
た
。

　

大
会
の
初
日
は
、
全
体
会
を
脳
科

学
者
の
茂
木
健
一
郎
氏
に
よ
る
記
念

関
東
高
Ｐ
連
大
会

　
　

埼
玉
大
会

　

七
月
七
日
（
日
）
雀
宮
中
学
校
に

お
い
て
９
校
球
技
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
度
よ
り
宇
都
宮
工
業

高
校
が
加
わ
り
更
に
活
気
あ
る
大
会

と
な
り
ま
し
た
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は

一
勝
一
敗
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
二
勝

し
三
位
と
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

暑
い
中
、
朝
早
く
か
ら
ご
協
力
い

た
だ
い
た
皆
様
、
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。

　

十
月
二
十
四
〜

二
十
五
日
の
二
日

間
に
わ
た
り
、
日

光
市
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
日
目
は
、

足
利
工
業
大
学（
生

命
シ
ス
テ
ム
学
系
）
の
小
林
敏
考
教

授
が
「
心
身
の
成
長
に
お
け
る
睡
眠

学
習
の
重
要
性
」
と
題
し
、
講
演
を

行
い
ま
し
た
。

　

日
本
人
の
平
均
睡
眠
時
間
は
こ
の

四
十
年
間
に
約
一
時
間
短
く
な
っ
て

お
り
、
睡
眠
不
足
の
状
態
に
陥
っ
て

い
ま
す
。
不
眠
や
睡
眠
の
質
の
低
下

は
子
供
の
脳
に
も
影
響
が
あ
り
、
学

習
意
欲
の
減
退
や
イ
ラ
イ
ラ
感
の
増

強
な
ど
に
も
睡
眠
習
慣
の
乱
れ
が
起

因
し
て
い
ま
す
。

　

第
二
日
目
は
、
宇
都
宮
東
高
校
・

同
付
属
中
学
校
と
栃
木
高
校
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
か
ら
、
研
究
協
議
の
発
表
が
さ
れ

ま
し
た
。
宇
都
宮
東
高
校
・
同
付
属

中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
「
学
校
と
共
に
築

く
Ｐ
Ｔ
Ａ
〜
中
高
一
貫
校
の
特
色
を

生
か
し
た
活
動
を
目
指
し
て
〜
」、

そ
し
て
栃
木
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
は
、

「
よ
り
よ
い
信
頼
関
係
を
築
く
た
め

の
取
り
組
み
〜
信
頼
さ
れ
る
学
校
信

頼
す
る
保
護
者
」
と
題
し
て
先
生
と

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
か
ら
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

を
使
っ
た
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

栃
高
連
Ｐ
連
（
五
十
三
回
）

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
自

身
が
生
き
方
や
進
路
を
掴
み
取
ら
な

く
て
は
い
け
な
い
こ
と
、
親
は
人
生

の
先
輩
と
し
て
ど
っ
し
り
と
構
え
、

子
ど
も
の
ピ
ン
チ
の
時
に
手
を
差
し

伸
べ
る
ス
タ
ン
ス
で
い
る
の
が
良
い

の
で
は
な
い
か
…
な
ど
、
と
て
も
考

え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
講
演
で

し
た
。

　

二
日
目
は
栃
木
県
と
千
葉
県
で
第

二
分
科
会
「
進
路
指
導
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
」

に
参
加
し
、
各
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
と

今
後
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
あ
り
方
を
考
え
ま

し
た
。

齋
藤　

さ
ゆ
り

　

十
月
十
二
日
（
土
）、
第
二
回
目

の
研
修
会
と
し
て
、「
毛
糸
コ
ケ
玉
」

作
り
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

多
肉
植
物
を
コ
ケ
で
包
み
、
そ
の

周
り
を
毛
糸
で
球
に
し
た
も
の
で
す

が
、植
物
の
種
類
、毛
糸
の
色
な
ど
で
、

同
じ
者
は
一
つ
も
な
く
、
さ
ま
ざ
ま

な
作
品
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　

初
め
て
「
毛
糸
コ
ケ
玉
」
作
り
を

行
い
ま
し
た
が
、
参
加
者
の
方
々
が

喜
ん
で
く
れ
て
、
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。


